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室戸斑礪岩非変質ガラスに認められたスーパーサブダクション組成
Supra subduction zone chemistry of intrusions into a Miocene accretionary prism, south-
west Japan
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室戸斑礪岩に付随する玄武岩岩脈の急冷ガラスは、付加体構成岩としては例外的に非変質で、成分移動は無視できると
考えられる。微量分析したところ、REEパターンは同時に分析した箱根 JB-1スタンダードサンプルに全く重なり、明ら
かにMORBと区別される。また、MORB規格化パターンもそれと区別できない、島弧パターンをもっている。従って、
室戸斑礪岩は伊豆小笠原弧そのもの、あるいは類似の沈み込み帯セッティングでの産物と見なされるが、両者を地質学
的に直接対応させることは難しく、現実はより複雑である。オフィオライトで提唱されている超沈み込み帯類似の環境
が、島弧組成の火山岩、しばしば酸性岩も伴う付加プリズム形成にも必要で、海嶺沈み込みスタックモデルを提唱する。
付加体玄武岩には島弧組成は必ずしも稀ではなく、このような環境は中新世以外にも、しばしば起こった。
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